
東南アジアの人文地理学研究

のための基礎的文献 (改訂稿)
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1 は し が き

さきに私は ｢東南アジアの人文地理学的研究のため

の),k本文献｣を ｢人文地理｣ij'i-15巻第 5T/i-(昭利38年

10月)に酒井敏明と連名で発表したOしかし,その後

わずか2ヶ年 しか経過していないが,東南アジアにか

んする研究成果が続々と公刊されている｡他方,私じ

しんの文献検索も進展した｡そこで,ここに改訂稿を

作成しておく｡なお,本稿は本誌 ｢東南アジア研究｣

が連載を企画している ｢凍 南アジアにかんする文献解

題｣の人文地理学編となる｡

ここは,まず本稿の目的と限界とをはっきりさせて

おきたい｡

(1) 東南アジアにかんする文献目録作成 そ れ 自

体,とてつもないプ怯大なプロシェク トとなろう｡なぜ

なら,東南アジアにかんする研究は,人文 ･社会科学

部門にかきらず,自然科学部門においても行なわれて

きており,東南アジアを対象としての研究成果は無数

にあるといってよい｡しかも,それらの成果は,戦前

は東南アジア諸地域を[旧主1の植民地としていたイギ リ

ス ･アメリカ ･フランス ･オランダ等の諸国でそれぞ

れ発表され,戦後はそれぞれ独止した新興諸国によっ

ても発表されている｡歴史研究のためには中国史料も

無視することはできない｡さらに,研究成果あるいは

文献としては,図書の形で刊行されたもの以外に,イ

ンスクリブションなどの歴史的資料まであ げな くて

ち,政府干胴了物,新聞雑誌,地図などもおのおのきわ

めて重要である｡

東南アジアを対象地域としてのコレク シ ョンは,

アメリカ国会図書館の Southeast Asia Section,

OrientaliaDivisioIlのなかにあるSoutheastAsian

Sectionであろう (SectionHeadは 有名な東南アジ

ア学者 CecilHobbsである)｡ なお,京大に所蔵さ

れている東南アジア関係の図書リス トの作成だけでも

容易でないOアジア経折研究所はjiT;大所蔵のアジア関

係の卜現等カー ドの複製を行なったが,これは木十分な

ものである｡京大東南アジア研先センター発足前の京

大東南アジア研究会当時の昭利35-37年,11困 実造教

授 (又学部)が主任となって,京大所蔵東南アジア闇

係文献目録の作成が進められていたが,残念ながら中

絶したO京大東南アジア研究センターとしては,その

守:業計画のうちの図書資料収集塵備として,京大所蔵

東南アジア関係文献目録の編集をかかけている｡ただ

現在,研究は現地調査に集中している関係から,この

プロジェクトは残念ながら,なかなか実行に移されえ

ない実情にある｡

(2) 私はここで綜合的な東南アジア文献目録を作

成しようとするのではない｡東南アジアの人文地理学

的理解のための基礎的な文献を紹介しようとする｡い

いかえると,東南アジア人又地理を理解するための,

入門的 ･概説的研究を総覧したいと思う｡

そのために,第 1には,人文地理学の部FIEjに属する

文献を主として紹介したい｡ただし,これと関連する

部門,たとえば文化人類学なり歴史学なりの文献につ

いては,人文地理学研究上,どうしても逸することの

できないものだけは,とりあげる｡

/j'JT2には,紹介する文献は戦後,とくに比較的最近

の過去 10- 15年皿のものを主としたい｡もちろん,

1950年代以前のものでも,その考察がいまなれ重要な

ものであって,それに代わるだけのものがいまだ出版

されていない場合には, とりあ げよう｡ しかし,覗

後の激動 してやまない東南アジアについて進められる

人文地理学的研究は,障閥の経過とともに生命を失う

ものが多い｡これが人文地理学又献の基本的な特徴で

あって,歴史的研究のための又献とは 異 な る｡しか

し,とくに注意すべきは,東南アジアの本格的な研究

は主として1950年代から着手されたのであり,その成
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晃が今日続々と出版されている｡そのため,どうして

も新しい又献に追われがらになる｡これら新しい文献

は,また追われるに十分値するものなのである｡

第 3に,人文地理学の基本文献として は,主 と し

て,英語文献にかきることとした｡しかし,いくつか

のフランス語文献および少数の ドイツ語 ･オランダ語

文献も含まれている｡東南アジアの basic な文献と

して,英 ･仏語以外の欧文はほとんどない｡ (もっと

ち,インドネシアについてはりさげてゆくとき,オラ

ンダ語文献が必須であるが,インドネシアの現状につ

いては,むしろ今日でも英語文献のほうが,はるかに

すぐれている｡) なお,日本語文献については別の機

会に譲りたい｡ただ,残念ながら,はっきりいえるこ

とは,概説的 ･入門的な日本語文献は,英語文献にく

らべて,はるかに劣る事実である｡東南アジアにかん

する日本の研究の浅さを示している｡したがって,東

南アジアの人文地理学にかんする基礎的又献 と して

は,どうしても英語文献を主とせざるをえないのであ

る｡

第4に,basicな文献をあげるため,政府刊行物や

新聞雑誌などにあまり重きをおかなか った｡も ちろ

ん,研究を進めるにあたっては,これらの資料の重要

なことはいうまでもない｡

最後に,人文地理学的研究において,地 図 の重要

なことは,あえて強調する必要は な か ろ う｡ことに

1:1,000,000から 1:50,000に至る各国政府発行の

地図を整備しておくことは,人文地理学的研究の前提

条件とまでいえよう｡さらに,地図の整備は,地理学

者が地理学以外の分野の研究者に協力し,貢献しうる

重要な課題である｡この東南アジアの地図 リス トの作

成は,私自身の課題であり,近く本誌に発表したいと

思っている｡

(3) 東南アジア関係の文献目録としては,かなり

古くなっているが,文化人類学を中心としたものとし

て,

John F.Embreeand Lillian O･Dotson:

Bibliography ofikePeoplesand Cultures

of Mainland SoutheastAsia･New Haven,

Conn.,1950.

がある｡新しいものとして,歴史を中心とはするもの

の,

Stephen N.Hay and MargaretH･Case:

弟 3巻 弟 2号

Southeast Asian History,A Bibliographic

Guide.New York,1962.

である｡

とくに,季刊誌 JournalofAsianSiudiesが毎年

その第 5号を文献目録にあてている｡これは他の地域

についても同様に東南アジアについてのカレントな文

献目録として,最も重要である｡私はこの仕事を高く

評価する｡

2 東南アジア一般

東南アジアの人文地理について,まず入門的な役割

をはたしうるのは,世界的に権威のある

G.B.Cressey:Asia'sLandsandPeoples.2nd

ed.,New York,1951.

L D.Stamp-･Asia.loth ed.,London,1959.

N･S.Ginsburg(ed.):ThePatternof ASia.

New York,1958.

J･E.Spencer:Asia,EastbySouth.New York,

1955.

P.Gourou:L'Asie.Paris,1953.

の5冊のアジア地誌である｡これらの,ア ジア地 誌

は,いずれもすぐれたもので,それぞれ特色をもって

いる｡故 Cressey教授と Stamp教授は,多年にわ

たってアジアを専門領域とした米 ･英地理学の碩学で

あり,アジア全域にわたって足跡を印している｡シカ

ゴ大学の Ginsburg教授の編著は,両僑学にくらべ

ると,ぐっと若い世代の地理学者を動員して い る｡

U･C･LA･の Spencer教授も,若い立場を代表す

る｡Gourou 教授の L'Asie は,フランス的人文地

理学の所産であり,事実そのものより,むしろ考え方

を重視する｡いずれにしても,東南アジアの地理を理

解するためには,アジア～般の地理をわきまえておく

ことが必要である｡この意味で,古典的なアジア地誌

としては,Cressey,Stamp,Gourou教授の著書,近

代的な変革過程に力点をおくものとしては,Ginsburg

と Spencer両教授の著書を推賞する｡

鋸南アジア地誌の専門的なものとして,まずあげら

れるのは,

E.H.G.Dobby'･SoutheastAsia.5thed.,London,

1956.(小堀巌訳,東南アジア,東京,昭36)

- I.MonsoonASia.London,1961.

の2冊である｡ これらは,Dobby教授のシンガポー
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ル在勤のときの所産であり,とくに Southeast Asia

は,これまで刊行された唯一の東南アジア地誌であっ

て至るところで見かけられるものである｡しかし,そ

の内杏については,東南アジアの各地域の中門家から

批難されているところが多く,かなり粗雑なものだと

の定評さえある.たとえば,MonsoonA.daのうちの

日本についての叙述を見られたい｡しかし,このよう

な悪口がいえたにせよ Dobby教授の著書がわが国で

翻訳出版されるほどに,わが国の東南アジアについて

の人文地理学的研究のレベルは低かったといえよう｡

東南アジアの地誌として,最もすぐれた決定版とも

いうべきは,

C.A.Fisher:South-eaLdAsia,ASocial,Economic

andPoliticalGeography･London,1964･

である｡フィッシア教授は現在シェフィール ド大学に

勤務しているが,太平洋戦争勃発にさいし口本軍に抑

留されたのをはじめとして,東南アジアに20年にわた

る経験をもつ｡そのフィ- ル ド･サーベーと豊富な文

献をもととした彼の論文

C.A.Fisher;"SoutheastAsia,"inW.G.East

and 0.H.K.Spate(ed.)'･The Changing

MapofAsia,London,1950.

はすでに光っていた｡ここに刊行された 850ペ-ジ,

108表,110図からなるこの大著は,東南アジア地誌と

して圧巻である｡とくに,その第 1部地理的一体とし

ての東南アジアは,東南アジアの性格 ･自然地理的環

境 ･歴史的発展を述べた東南アジア地誌総論である｡

地誌は,赤道島峡部 (インドネシア)･熱帯大陸部 (ど

ルマ ･タイ ･イン ドシナ)･赤道大陸部 (マラヤ)･熱

帯島峡部 (フィリピン)にわけているが,それぞれの

地誌は,いささか精粗まちまちの感じもあるが,[耶 り

の地誌としても,きわめてすぐれている｡また本音の

文献目録は,東南アジア人文地理関係日録としては,

最も優秀である｡

東南アジアの地理学的特質は,そのunityとdiver-

sityとの2両がある｡ これは, 自然的環境だけでな

く,政治的 ･経済的 ･社会的あらゆる側面に見られ

る｡これを最初にとりあげた論文として,

J･0･M. Broek;"Diversity and Unity in

SoutheastAsia,"GeographicalReview,1944

orinP.L.Wagnerand M.W,Mikesell

(ed.):TheChangingMaク ofAgヾa.London,

1950.

がある｡

地誌を得意とするフランス人文地理学者も東南アジ

アを当然にとりあつかっている｡とくに,フランス人

文地理学の伝統- 可f闘牛論 (possibilisme)にもと

っく東南アジア地誌として,ノ汗1もはや古典になって

いるが,イン ド･rl1回をふくめての,

Jules Sion:Asie des Mous.Uns. Gさographie

Uni＼rerselle,TomeIX,gePartie.Paris,1929.

がある｡この Sion教技のモンスーン ･アジア論を,

マラヤ ･イン ドネシア ･ボルネオ ･フィリピンの半鳥

･鳥峡部に通用して,｢マレーの世界｣と題したのが,

Ch.Robequain:LeMondeMalais,Paris,1946.

(Malaya,Indonesia,Bo7-neo,andthePhil,EIppilleS.

New York,1954.)

である｡GeographiesforAdvanceStudyの一冊

として英訳が出されているほどに,すぐれた地誌であ

る｡さらに,

P.Pedelaborde:LesMoussons.Paris,1958.

は,フランス人文地理学の伝統としてのモンスーン地

理農業論でありデータも新しい｡

同じくフランス人文地理学の所産として,東南アジ

アの国別の地誌概説が Larousse版の,

P･Deffontaines(ed.):GbographieUnivel･selle

Larousse.TomeⅡ,Paris,1959.

のうちの,｢インドシナ半島｣ と ｢スンダ梅島映｣に

収められている｡簡潔な叙述ではあるが,美しい地図

と写真とに助けられ,国別地誌としては,すぐれてい

る｡上述の Stamp教授がビルマとマラヤ,Spencer

教投がインドネシアとフィリピンを分担して い る ほ

か,フランス人の Rtle教授がタイ,Delvert教授が

カンボジア,Vidal教授がラオス,Azambre教教が

ベ トナムを執筆している｡

ここで,Hall教授の序文,東南アジアの歴史がお

さめられた近刊,東南アジア地図帳

AtlasofSouth-EastALda.Amsterdam,1964.

をメンションしておかなければ な らな い｡これは,

Djambatan社刊行, 5色版60ページにわたり,東南

アジア ･フィリピン ･インドネシア ･シソガポ-ル ･

マラヤ ･タイ ･インドシナそれぞれの一般図としての

地形図のほか特殊図として気候 ･植生 ･地質 ･土壌 ･

政治 ･人口 ･艮族 ･土地利用 ･産業 ･交通図および~首
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部都市計画図をおさめている｡東南アジア研究者の座

右におかれるべき地図帳である｡ もちろん, これ は

atlasであって mapでない｡だから,たとえばタイ

は 1:4.5millionという小縮尺で示されている｡ し

かし,mapとしてなら,東南アジア全休ではアメリカ

軍縮案の 1:1millionがある｡また,より大縮尺のも

のとしては,タイでは,きれいな5色刷の 1:250,000

がある｡したがって,本書は mapとしての目的をは

たす必要はなく,atlasとして十分な価値をもってい

る｡

以上は,主として地理学者による東南アジア地誌で

ある｡東南アジアの人文地押学研究のためには,どう

しても兄のがすことのできない関連分野での業績をと

りあげておこう｡

東南アジアの自然的基礎,たとえば地形 ･気候 ･土

壌 ･水 ･植生 ･動物などについて,まとまった文献は

とほしい｡しかし,熱帯降雨林についての Richards

氏や,湿潤地土壌についての Pendleton 博士らの

業績を逸することができない｡

P･W.Richards:The TropicalRain Forest.

Cambridge,1952.

G.F.Carterand R.L.Pendleton:HThe

Humid Soil:Processand Time."Geogra-

phicalReview,1941.

東南アジアの歴史については,最高権威の Hall教

授の大著のほか,Harrison教授の簡潔な概説,およ

び近刊の Cady教授の大著がある｡

D･G･E･Hall:A Historyof SoutheastAdd.

London,1955.

B.Harrison:SoutheastA.da,A ShortHi.qtory.

London,1960.

J.F.Cady:Southeast Asia-Its Historical

De･uelopmeni.New York,1964.

文化人類学的業績としては, Heine-Geldern教授

の ｢東南アジア人｣をはじめ,多くの文献がある｡

たとえば,

R.Heine-Geldern:"Sudostasian‖inG.Buschan

(ed.):tllustrierteVbllkerkunde.Stuttgart,

1923.

- '･Conception of State and Kingship in

SoutheasIAsia.CornellUniversitySoutheast

AsiaProgram,DataPapersNo.18.Ithaca,

第 3巻 第 2号

N.Y.,1956.

C.DuBois:SocialForcesinSoutheast.Cambridge.

Mass.,1959.

K.P.Landon:SoutheastAsia, Crossroad of

Religions,Chicago,1949.

F.LeBar,G.C.Hickyand∫.K.Musgrave:

ElhnicGroupsof Mainland SoutheastAsia.

New Haven,Con°.,1964.

R.Burling'･HillFarmsandPadiFields,Life

inMainlandSoutheastAsia.EngelwoodCliffs,

N.∫.,1965.

DuBois教授は戦後東南アジア社会に変化をもたら

す要因を分析する｡ Landon 氏は宗教をとりあげ,

LeBer博士らは民族誌である｡Burling教授は hill

tribesと padifarmersとを対置させる｡このよう

に人文地理学者よりも文化人類学者の業績の大きいこ

とに注目されるべきだし,人文地理学者として反省さ

せられるべきところだ｡

農業の問題については, Stanford 大学の Food

Researchlnstitute の ｢モンス-ン ･アジアの米穀

経済｣がます推賞されなければならない｡ただし,こ

れは戦前に出版されたもので,1935年までのデータに

よっている｡戦後20年たった今日,まだこのあとをう

ずめた東南アジア米穀経済論の刊行されていないこと

は,私たち農業経済学者の責任といってもよかろう｡

同じことが,Jacoby博士の ｢農業不安｣についても

いえる｡ 博士は東南アジアの問題をすべて Agrarian

Unrestにあるといわれるが, はたしてそうであろう

か｡これを批判するにたるだけの研究がなければなら

ない｡しかし,両書とも東南アジア農業の重要文献で

ある｡

V.D.WickizerandM.K.Bennet:TheRice

EconomyofMonsoonA.da.Stanford,Calif.,

1942. (玉井虎雄,広田嘉男訳,モンス-ン ･ア

ジアの米穀経済,東京,昭33)

E.H.Jacoby:AgrarianUnrestinSoutheastAsia.

New York,1949. (穂川勉訳 :東南アジアにお

ける農業不安,東京,昭32)

なお,米の技術的問題としては,Grist博士の ｢米｣

が依然として代表的である｡しかし,主としてマラヤ

での米作の経験にもとづく本吉より,もっと広く東南

アジア全域の米を対象とする研究が出版されるべきで
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あろう｡

D.H.Grist:Rice.London,1953.

農業地理の業績としては,なんといっても,現代農

業地照学の建設者 LeoWaibelのスク- ルに属する

Yale大学の Pelzer教投の ｢熱帯におけるFj郡右の研

究｣が卓越しているoPelzer教接はスマ トラのプラ

ンテ-ションの歴史学的 ･地理学的研究を多,TT:･つづけ

ているが,その側板がせつに期待されるo

K.J.Pelzer,PioneerSettle7nentintheA.datic

TropICS.New York,1945.

東南アジアの人文地理学的な問題として,その政治

｢研則面,およびその国際関係的側面を無視することは

できない｡東南アジアの園内政治について の 決 定 版

は,コーネル大学の Kahin教授の編著である,国際

関係については,著書 ･論文が多いが,私は Butwell

教授の簡潔な著書をおす｡

George McT. Kahin(ed.):Got)ernmentSa71d

Politicsof SoutheastAsia.2nded.,Ithaca,

N.Y.,1964.

RicharcIButwell'･Southeast Asia Today and

Tomorrow,A politicalAnalysis.New York,

1961.

最後に,東南アジアの人文地理学的問題として逸す

ることのできないのは,華喬である｡華僑問題につい

ての世界的権威は,ケンブ リッジ大学の Purcell教

授と,コ-ネル大学の Skinner教授とであ ろ う｡

Purcell教授の研究は,より歴史的,包括的であるの

にたいし,Skinner教授はより現代的,個別的である

といえよう｡

VictorPurcell:TheChineseinSoutheastA.da.

2nd.Ed.,London,1965.

GeorgeW.Skinner:ChineseSocietyinThailand,

AnAnalyticalHislo1･y.Ithaca,N.Y.,1957.

- :IJeadership and Power in the Chinese

Communilyof Thailand.Ithaca,N.Y.,1958.

以下,ビルマ ･タイ ･イン ドシナ3円 ･マレーシア

とシンガポール ･インドネシア ･フィリピンの6節に

わけて,田ごとの重要な文献をあげよう｡

3 ビ ル マ

ビルマについての,まと ま った人文地理学的研究

は,いままでのところ出版されていないOまた,その

自然的基礎についても,まとまった 文献 は な い｡し

かし,1950年から1953年にかけて, New Yorkの

RobertR.NathanAssociatelnc.が,ビルマ政府

の委嘱 に よ って,ビルマ経済開発計画質料を作成し

た〔その報!LrT苦,

K.T.A.PreliminaryReI"7･lonEconomicand

Enginee7-ing Survey of Blm批Zfor Bz/7'"uZ

EconomicCouncil.New York,1952.

K.T.A.ComprehensiveReporton Economic

and Ellgineering Surveyfol･Economicand

E71ginee7-ing Det′elopment of B〟rma･New

York,1953.

に収録されているビルマの自然条件につ い て の記述

は,その豊富な地図とあいまって,ビルマのrl然的基

礎についての,最もすぐれたものである｡ただ残念な

ことに,その発行部数がかきられ,市販されていない

から,入手が因難である｡

ビルマ研究に熱情をささげた行政官にして学者とし

て有名なのは, Furnivall氏である｡ 彼は苦苦が多

く,彼の研究業績の研究だけでも1編の論文となる,

彼の初期の著作であるビルマの国民経済はビルマ研究

の入門書であろう｡彼の最後の著書であるビルマとイ

ンドネシアとの比較,いいかえるとイギ リスとオラン

ダとの植民政策の比較は,この分野の研究としては最

高水準をゆくものである｡

J.S.Furnivall.･AnIntroductionlolhePolitical

EconomyofBurma.3rded.,Rangoon,1957.

- :NetherlandsIndia.Cambridge.2nd.ed.,

1944.

- '･ColonialPolicy and Practice,A Com-

pa7-atllて,ど Study of Burnuzalld Netherla71d∫

India.Cambridge,1948.

ビルマの歴史については,古くは Christian教授,

新しく,Hall教托,Cady教授および Woodlllan女

史のものがある｡Woodman女史のビルマ史は二Eとし

て国境問題から見たものであり,あまりにも詳細な叙

述に入りこんでしまっている｡一冊だけあげるとすれ

ば,Ha11教授の簡許なビルマ史が推賞されよう｡

J.L Christian:Modern BzLrma.Berkeley,

1942.

J.F.Cady'･A History nf Mnder･n BtmluI.
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Ithaca,N.Y.,rev.ed.,1960.

D.Woodman:MakingofBurma.London,1962.

D.G.E.Hall:β〟r〝妃.3rd.ed.,London,1960.

ビルマの政治問題については,New York大学の

Trager教授の ｢福祉国家への道｣は,1950年代前半

までのビルマの政治課程を簡潔に描 い て い る｡しか

し,なんといっても,Massachusetts工科大学の Pye

教授の ｢政治 ･個性 ･国家建設- ビルマの統一への

探究｣はすはらしい｡これは,たんにビルマの政治過

程にかんする研究であるだけでなく, ビ ル マ の地 理

的基礎 ･歴史的過程の分析からは じま り,社会心理

学 ･文化人類学などの新しい human behavioral

sciencesの分析用具を駆使したところのビルマ研究

の圧巻である｡

Frank Trager:Building a Welfare State in

Burma,1948-1956.New York,1958.

LucianW.Pye:Politics,PersonalityandNation

Building,Burma'sSearchforIdentity.New

Haven,Con°.,1962.

ビルマの経済事情については,Andrus教授の包括

的な研究がある｡これは, ｢ビルマ人の経済生活｣と

題されているが,ビルマの各経済部門についての素重

な叙述であり,ビルマの経済地理でもある｡

J.R.Andrus:BurmeseEconomicLife.Stanford,

Calif.,1947.

Walinsky 氏 は さ きの Robert R. Nathan

Associatelnc.の1員としてビルマ経済調査に参加

し,その後ビルマ政府の経済計画に参画した｡この経

験をもとにして,1951年から60年に至る問のビルマ経

済発展の蒐大な記録をものにしている｡彼の ｢低開発

国経済計画理論Jの一読は,この尤大な著書の珊解を

助けよう｡

LouisJ.Walinsky:EconomicDevelopmentin

Burma,1951-1960.New York,1962.

- :ThePlanningandExecutionofEconomic

Develo♪ment.New York,1963.

ビルマ経済の動向については,ビルマ政府から毎年

仕り仮される経済年報が非常にすぐれている｡これだけ

でなく,ビルマ政府は,東南アジア諸国のうちでは,

きわだってしっかりした多くの報告書を刊行 して い

るOそれ以外の出版物が少ないから,政府刊行物はと

りわけ注意されなければならないo

第 3巻 第 2号

GovernmentoftheUnionofBurma:Economic

Surveyof Bur〝妃.Rangoon,YearlyPublica-

tion.

なお,ビルマにかんして,文化人類学にもとづく村

落調査としては,かの有名な Leach教授の ｢高地ビ

ルマ人の政治組織｣がある｡ほかに,Brant氏の短い

調査がコーネルの東南アジア研究計画からだされてい

る｡ビルマは文化人類学的調査として,大いにLがい

のある国だといえようが,現在ではこの国のとる鎖国

的中立政策のために不可能であるが｡

E.R.Leach:PoliticalSystemsof Highland

Burma.Cambridge,Mass.,1954･

CharlesS.Brant:Tadagale,ABurmeseVillage

in 1950.CornellUniversitySoutheastAsia

Program DataPaper,Ithaca,N･Y.,1954･

4 タ イ

タイについて最初にまとまった地理学的研究は,ち

はや30年まえに出版された Credner博士の ｢タイ人

の国 ･シャム｣である｡彼は,Waibel門下の逸才,

当時の旅行困難なタイをよく踏査し,典型的なタイ地

誌をあらわした｡しかし,その自然的基礎にかんする

部分はともかく,社会経済的側面についての叙述は,

もう歴史的な価値しかない点が多いといってよい｡本

書は戦時中に訳出刊行されたが,実際は抄訳 で あ っ

て,残念ながら真価をよく伝えていない｡

wilhelm Credner･.Siam,dosLand der Thai.

Stuttgart,1935.

タイの地誌として,現在,決定版になっているのは

Pendleton 博士の遺稿を Kingsbury民らが協力し

てまとめあげた ｢タイ｣である｡もともとPendleton

博士は土壌学者であり,広 く東南アジア諸国で活躍し

たが,晩年はバンコクにおちつき,こよなくタイを愛し

たという｡その反映といおうか,本書は自然条件はも

ちろんだが,タイの歴史や文化にもふれ,また土壌学者

であっただけに農業地理としてもすぐれている｡文献

も豊富であり,あらゆる人文地理学上の問題を網羅し

ているといってよい｡Pendleton博士は多くの論文を

江ル たが,そのうち,いまなお,｢ラテライト｣と ｢東

北タイの土地利用｣の2論文は必読のものであろう｡

Robert L.Pendleton:Thailand,Aspects of

LandscapeandLife.New York,19621
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- :"Lateriteand Its StructuralUsesin

Thailand and Cambodia." Geogl･aタh,ical

Review,1941.

- :"LandUseinNortheastern Thailand.H

GeographicalReview,1943.

タイについては,地理学者による断片的な論文はい

くつかあるが地理学者の研究としては,このCredner,

Pendleton 両博士のそれにとどめ, むしろ地理学者

以外の手になるタイのまとまった研究だけをとりあげ

よう｡

タイの概説書としては,戦時中に出版されたThomp-

son氏の ｢タイ｣,あるいは 1957年太平洋科学会議が

バンコクで開催されたとき配布された ｢タイー 現在

と過去｣,新しくは Exell氏の｢タイの土地と人｣など

がある｡しかし,タイについての科学的な概説書として

は,HumanRelationsAreaFilesから刊行された

Sharp 教授を編者とする｢タイ｣であろう｡ Cornell

大学 のSoutheastAsiaProgram はタイ研究に主力

をそそぎ,Bangkokofficeを設け,Bangkok郊外

の Bang Chang を調査村とした｡Sharp教授がそ

の リ-ダ-であったが, ｢タイ｣はこの研究の副産物

といってよかろう｡それだけに,予報的性格が強く,

また二文化人類学者にかたよっていた｡HRAF として

は,そこで Country Survey Seriesの1冊として

新しく Blanchard博士編集の ｢タイ｣を刊行した｡

これはタイの概説書として,ほとんどすべての項目を

とりあげ, 広 く読まれている｡ もっとも, それだけ

に,つっこみかたがたりないとの批判もある｡

Ⅴ.Thompson'･Thailand,theNew Siam.New

York,1941.

Ninth Pacific Science Congress:Thailand,

PastandPresent.Bangkok,1957.

F.K.Exell:TheLandandPeopleofThailand.

L()nd(一n,196().

LatlrenCeSharp(ed.):Thailand.New Haven,

Conn.,1956.

W.Blanchard(ed.):TjZailand,ItsPeople, Its

Sociely,ItsCulLure.New Haven,Conn.,19

58.

このコ-ネルのBangChang調査からは続々とLLu版

物が刊行されている｡Sharp博士編栗のpreliminary

reportから,近刊の Smith 教授の心理学的研究成

果にまで至る｡たしかに,これは劃期的なプロジェク

トであった｡

L.Sharp(ed.):SiameseRiceVillage:A Preli-

minary Study of Bang Chang,1948-1949.

Bangkokandlthaca,N.Y.,1953.

タイの文化人類学的村落調査としては,いままでの

ところ,つきの4冊をあげることができる｡そのうち

概説としては,deYoung教授のが最ともまとまって

いる｡

J･E･deYoung: Village Z･ifein Modern

Thailand.BerkeleyandLosAngeles,1955.

H･K･Kaufman:Bangkhuad,A CommuTllty

Study in Thailand.LocustValley,N･Y.,

1960.

K.Kingshill'･Ku Daeng,theRed Tomb,A

VillageStudyinNol･thernThailand.Chieng-

mai,1960.

T.M.Fraser:Rusembilan:A Malay Fishing

VillageinSouthernThailand.Ithaca,N.Y.,

1960.

最後のものは,南タイにおけるマラヤ系タイの漁村

調査である｡なお,タイ北部の山地少数民族について

は,Young氏の業績がバンコクの Siam Societyか

ら刊行されている｡

0.G.Young:TheHillTribesof Nol･ihern

Thailand.Bangkok,1962.

タイの政治については,Cornellgroupに属してい

るWilson教授の著吾がある｡これはタイ政治にかん

するいままでのところ,唯一の守門苦として高く評価

されている｡

D.A.Wilson:Politicsin Thailand.Ithaca,

N.Y.,1962.

タイの経済について定評のあるのは Ingr;1m 教授

が1850年以来のタイ経済の発展のあとを分析した ｢タ

イの経済変化｣である｡教授はこの仕事をなおコツコ

ツとつづけられており,タイ米の分析の論文がある｡

これにたいし,現状分析と経済計両としては,-世界銀

行の調査報出 ま高く評価されている｡これは,珍しく

タイ語訳が出版されている｡タイ経済の分析として,

Mousny氏の近著 ｢タイ経済- 自由為替政策の評

価｣に,東南アジア諸国のなかでタイの経済が安定し

繁栄しうる事実の要因分析がある｡
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J.C.Ingram:EconomicChangein Thailand

since1850.Stanford,Calif.,1955.

- :Thailand'sRice"TradeandAllocation

of Resources"inC.D.Cowan(ed.):The

EconomicDevelopmentof South-EastAsia.

London,1964.

TheInternationalBank forReconstruction

and Development:A Public Development

ProgramforThailand.Baltimore,1959.

AndreMousny:TheEconomyofThailand,An

AクPraisal of a L･iberalExchange Policy.

Bangkok,1964.

タイは,ビルマと同様に政府刊行物として注目すべ

きものも多い｡たとえば農業経済関係でも,Sawaeng

農務次官稀と OngFAO専門家との共著 ｢タイの米

穀経済｣はタイ農務省から刊行されている｡

SawaengKulthenghamandShao-erOng:Rice

EconomyofThailand.Bangkok,1964.

とくに,総琴府統計局の年鑑はタイの研究には不可

欠である｡また,国勢調査,あるいは経済企画庁をは

じめとする諸官庁の出版物に十分な注意が払われる必

要がある｡

NationalStatisticalOffice,OfficeofthePrime

Minister:StatisticalYearbookof Thailand.

Bangkok,YearlyPublication.

なお,タイの農業経済関係の文献については,

本間 武 :｢タイ国における農地問題 と農地制度改

革｣ 『東南 アジア研究』第2巻 第4号, 1964.

p.21

を参照されたい｡

5 ベトナム ･カンボジア ･ラオス

ベ トナム ･カンボジア ･ラオスの旧フランス硫イン

ドシナ3国は,もともとフランスの学者が1940年代ま

では,ほとんど研究を独占したところで ある｡しか

ち,フランス人文地理学の伝統が発揮されたところで

ある｡したがって,この3国については,人文地理学

者の業績が高く評価される｡

そのなかでも,さきに東南アジア一般の文献として

あげた Sion教授の ｢モンスーンのアジア｣は現在モ

ンスーン地理の古典と目されているが,自国の植民地

であった関係から,とくにこのインドシナに詳しい｡

第 3巻 第 2号

J.Sion:AsiedesMoussons.Paris,1929.

人文地理学者の業績としては,Robequain教授の

｢フランス領インドシナの経済発展｣と ｢フランス領

インドシナ｣とがある｡いずれも戦時中に刊行された

ものであるが,前者は英訳どころか邦訳 まで 出版 さ

れ,インドシナ3回の経済発展についての決定版であ

る｡また ｢フランス領インドシナ｣は1948年に改訂版

が出版され,ディエンビェン7-陥落までの地誌とし

ては最もすぐれている｡というより,インドシナ3国

の地誌としては唯一のものであろう｡なお教授には古

くアンナンのタン･ホア省の研究があるが,ひとつの

省の研究として,いまなお評価されている｡

Charles Robequain:L'Evolution Economlque

deL'Zndochi7Za Franfaise.Paris,1939.(The

EconomicDeveloタmentof French Indochina.

New York,1944.松田 ･岡田共訳,インドシナ

の経済発展.東京,昭30)

- '･L'(ndochineFranFaiSe.Paris, rev.ed.,

1948.

- :LeThankIZoa',EludeGeographiqued'une

ProvinceAnnamite.2vols.ParisandBruxel

lles,1929.

Gourou教授は,戦前,太平洋問題調査会の太平洋

地域諸国の土地利用研究の一環として, ｢フランス領

インドシナの土地利用｣をあらわした｡これは戦後英

訳され,農業地理 ･農業経済上,最高の文献である｡

また,教授の ｢トンキン･デルタの農民｣も HRAF

より英訳.され,スタンダードなものとして知られてい

る｡彼はその他の著者 ･論文が多いが,ここでは2冊

をあげるにとどめる｡

PierreGourou:L'UtilisationduSolen Indo_

chineFrancaise.Paris,1940.(LandUtili2:ation

inIndochina.New York,1947.)

- :I,esPaysansduDelta Tonkinois.Paris,

1936.(PeasantsoftheTonkinDelta,astoJ･y

oj HumanGeography.New Haven,Conn.,

1955.)

さらに,もう1人の地理学者 Delvert教授の ｢カ

ンボジアの農民｣は,カンボジアを専門とする教授の

代表作である｡これはカンボジアの気候 ･土地利用 ･

経済などあますところなく記述された地誌である｡こ

のように,人文地理学者の業績がインドシナにおいて
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は目立つが,これはまさしくフランス人文地理学の所

産である｡

Jean Delvert'･Le Paysan Cambodigien.The

Hague,1961.

しかし,イン ドシナについてのフランス人守者 の研

究はしだいに低調になってきている｡とりわけ,デ ィ

エンビェンフ-集陥以来,フランス人のイン ドシナ研

究はまったく放棄されたといってよい｡ (この点,本

間武 ｢フランスにおける地域研究｣,『学術月板』昭利

38年 2月 号を参照されたいC) そのかわ りとして,こ

の地域の研究に登場してきたのが,アメリカ人の研究

者であるo現在,イン ドシナ3FT:J･lについて,最も要領

をえた概説書は, やはり HRAF の地域双書であろ

う｡これには,Ginsburg教授編集と Le Bar博士

ほか編集の ｢ラオス｣と,ZadrozTly教授編集および

Steinberg教授編集の ｢カンボジア｣がある｡

N.S.Ginsburg(ed.):AreaHandbookonLaoLS.

NeW Haven,Con°.,1955.

FrankLeBarand AdrienntSuddard(eds.):

Laos,Its People,ItsSociety,Its Culture.

New Haven,Con°.,1960.

M.G.Zadrozny(ed.):AreaHa7,dbookonCam-

bodia.New Haven,Conn.,1955.

DavidSteinberg and others(eds)'･Cambodia,

ZtsPeople,ItsSociety,ItsCulture.NewHaven,

1957.

イン ドシナの歴史を理解するためには,Chesneaux

教授,Briggs教授など,それにフランス植民政策を知

るには,Roberts氏や Thompson氏の大著がある｡

LawrencePalmerBriggs'･TheAncieTltKhmel･

Empire.New York,1951.

Jean Chesneaux･.Contr,ibution I,'Histoirede

laNationVietna7nienne.Paris,1955.

S.Ii.Roberts:IZislory Of French Colonial

Policy,1870-1925.2vols.,London,1929.

VillglniaThomps()n:FrenchZ7do-china･London,

1937.

その後の伏勢の発展につい て は, Cady, Cole,

Lancasterの諸氏のものが重要だといわれている｡

J.F.Cady:T/ufRootsofFrenchZ771Perialism

i71EasternA.da.Ithaca,N.Y.,1954.

A. B. Cole:Confliction in Indochina and

ZnternationalRepercussions, A Documentary

History,1945-1955.Ithaca,N.Y.,1956.

DonaldLancaster:TheEmancipationofFrench

Indo-china.London,1961.

P.HuardetM.Durand:Connais∫αncedl/,Viet-

Nam . Paris,1954.

なお,イン ドシナ3円の地押学的文献 と して は,

ECAFEが刊行している洪水統禦双書なる一連の~寸:Ri_!子

吉,とくにメコン河下流地域の水資源開発計画報豊吉

をおす｡

ECAFE:DevelopmentojWaterRe∫ource.H'71the

LowerMekongBasin.FloodContr()1Series,

No･12.Bangkok,1957.

なお,政貯刊行物としては,ラオスおよびカンボジ

アのそれはとるにたらない｡南ベ トナムは戦乱状態が

つづいている｡北ベ トナムには,厚いベールがかぶさ

っている｡このように,イン ドシナ3回では,いまま

でのところ政府刊行物にはほとんど期待できない｡

6 マ レ ー シ ア

1963年 9月,マラヤ ･シンガポール ･北ボルネオ ･

サラワクでもってマレーシア連邦が結成されたが,19

65年8月 シンガポールが脱退した｡ここでは,依然,

マレーシアとして,マラヤ,シンガポ-ル, lR英領ボ

ルネオ (北ボルネオ ･ブルネイ ･サワラク)をとりあ

つかう｡そして,マレ-シアをマラヤと旧英領ボルネ

オとに分かち,マラヤにシンガポールを合ませる｡

(1) マ ラ ヤ

マラヤの人文地理概説 としては,上述の Robeqt】ain

教授, あるいはマラヤ在勤の経験のながい Dobby,

Fisher両教授の東南アジア地誌が, まず推賞されよ

う｡マラヤだけを対象としたものには,Gi11Sbtlrg教

技 ･Robe】･ts教投共著の rマラヤJ,またシンガポー

ル大学の OoiJim-Bee博士の近著 ｢マラヤの土地 ･

住民および経済｣が,きわめて適切な入門告となる｡

後者は Geographies forAdvancedStudyの1冊

として刊行され,東南アジアの国別地誌としては類例

のないほどの,立派なできばえのものである｡

N.S.GinsburgandC.F.Roberts,Jr.-･Malaya.

Seattle,1958.

OoiJim-Bee:Land, Peopleand Economy i71

Malava.London,1963.
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マラヤにかんしては,英領当時から研究がきわだっ

て進んできている｡もともと,東南アジアのうちでよ

く研究された地域としては,英領マラヤとのほか蘭領

束インドとがあげられる｡しかし,蘭領東イン ドの面

積ならびに人口は英領マラヤの10倍以上である｡した

がって,最もインテンシブに研究された地域は,ここ

英領マラヤである｡ことに,1947年以来刊行されてい

る TheMalayanJournalofTropicalGeograplly

は,主としてマラヤの地理論文を中心としている｡ま

た,マラヤ大学およびシンガポール大学の地理学教室

は,東南アジアの大学の地理学研究室としては,最も

しっかりしていることにも注意されたい｡

マラヤの歴史については,Wheatley教授の諸論文

と Winstedt卿の諸著者とのが定評がある｡

R.0.Winstedt:Britainand Malaya,1786-

1941.London,1944.

- :TheMalays,A CulturalHistory.Singa-

pore,1947.

- :MalayaandtisHistory.London,1949.

また Purcell教授は,マラヤで多年行政官として

勤務したのち,現在ケンブリッジで教鞭をとっている

が,みずからのマラヤでの行政と研究とに も とづ く

｢マラヤの華僑｣が,マラヤの理解にきわめて重要な

文献である｡

V.W.Purcell:TheChineseinMalaya.Oxford,

1948.

社会人類学者として世界的に有名なロンドン大学の

Firth教授の ｢マレ-の漁民｣は,マレ-人社会の理

解のためのみならず,社会人類学の研究方法上,高く

評価されている｡マレー関係文献として逸することの

できないものである｡

RaymondFirth:MalayFishe1-men,TheirPeasant

Economy.London,1946.

経済問題としては,いろいろな文献がでているが,

Silcock,Fisk両教授編集のものが,よく問題をまと

めている｡

T.H.SilcockandE.K.Fisk:ThvoPolitical

EconomyoJIndependentMalaya,ACase-Study

inDevelopment.Singaporeand Camberra,

1963.

農業関係として,Burkill氏の Dictionaryは,い

かにイギリスがマラヤのプランテーション農業の開発
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に力を注いだかをよく示すものである｡また, Grist

氏の ｢マラヤ農業概観｣は,さすがに多年の経験にも

とづくだけに,よくまとまっている｡どちらも戦前の

ものだが,まだ今日十分な価値がある｡

I.H.Burkill:DictionaryofEco月omicProduct∫

of lhe Malay Peninsula.2vols.London,

1935.

D･H.Grist:AgricultureinMalaya.London,

1936.

農業地理関係の論文は MalayanJournalofTro-

picalGeographyに非常に多い｡ここでは紹介をは

ふこう｡

マラヤについては官庁報浩は,豊富だし,よく整備

されている｡もともと,このことは英領植民地の特徴

であろうが,ビルマをはるか凌駕している｡

他界銀行がマラヤの今後の経済開発について報告書

を刊行している｡これはマラヤの経済を論ずるときぜ

ひ一読されるべきである｡

ThelnternationalBank forReconstruction

andDevelopment:EconomicDevelopmentof

Malaya.Singapore,1955.

(2) 旧英領ボルネオ

旧英領ボルネオについては,まとまった著書はほと

んどない｡ ただ,HRAFの地域双書 の1冊 と して

Ginsburg教授によって編集された ｢英領ボルネオ｣

が最適の入門書となっている｡

N.S.Ginsburg(ed.):AreaHandbookonBritish

Borneo.New Haven,Conn.,1955.

シンガポール大学 Tregonning教授の ｢北ボルネ

オ｣は英政府出版物だけに定評がある｡

KennedyG.Tregonning:NorthBorneo.Lon-

don,H.M.S.0.,1960.

ただ,英領北ボルネオおよびブルネイにはそれぞれ

イギリス植民省刊行の年次報告がある｡

ColonialOffice,Reporton Burnei.London,

H.M.S.0りYearlyPublication.

- :Report0nNor-1hBorneo.London,H･M･

S.0.,YearlyPublication.

7 インドネシア

インドネシアについての文献は非常に多い｡たとえ

ば,Legge教授の要領をえた近著 ｢インドネシア史｣
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の末尾にある文献目録を一読しても,たいへんな数に

のぼることがわかる｡この書物のなかで Legge教授

が指摘しているように,インドネシア の研究 の 中心

は,オランダからアメリ九 とくに CorllellModern

lndolleSialュPI'Oject,MIT の CenterforInter-

nationalStudies,YaleのSoutheastAsiaStudies

Program などに移ってしまった｡ したがって,アメ

リカからどしどし文献がLLt､版されているOこのアメリ

カに刺激されて,現竜三オランダの数少ないが,しかし

(摘巨な研究者は,またその成果を英語で発 表 して い

る｡この意味でインドネシア研究は戦後,非常に変っ

てしまったといえよう｡

J.D.Legge:Indonesia.EnglewoodCliffs,N.

J.,1965.

ところが,それほど又献が多いにもかかわらず,イ

ンドネシアの人文地理学として,まとまったものはな

い｡わずかに,Robequaill,Dobby,Fisher諸数段

の東南アジア地誌のインドネシア編が入rlEは.-二として役

立つであろう｡Helbig教授の ｢東南アジア畠暁｣は

ドイツ｢仰山誌であり,実地蹄査に弓射 欠ヽ点がある｡戦

節,オランダ総督府が出版 した ｢熱帯オ ラ ンダ地図

帳｣はすはらしい｡これ は い ま なお責重なものであ

り,これをひもといてゆくにつれ,おのずからイン ド

ネシアの人文地理が明らかになってくる｡

K.Helbig'･DieSiidoslasatischeInselwell･Stut-

tgart,1949.

Koninklijk Nederlandsch Asrdrijksktljdig

Genaoesdhap'･AtlasvanTropischNcderland.

Batavia,1938.

インドネシアの概説書としては,なんといっても,

HRAF の ｢イン ドネシア｣ がとどめをさすだろうO

インドネシア研究の第一人者,すなわち,K.J.Pelzer

(地理 ･農業), H.Geertz(二丈化と社会), D.S.

Paauw (経済),E.D.Hawkins(労働),R.Ⅴ.Niel

(歴史),H.Feith(政治),A.H.Johns(文学),

M.Hood(伝統芸術)が担当している｡また,270冊

におよぶビブリオグラフィーも立沢である｡ ｢イン ド

ネシアについて 1冊の文献を｣といわれるときには,

必ずや本吉があげられるにちがいないo

R.T.McVey(ed.):Indonesia.New Haven,

Conn.,1963.

インドネシアの自然的基礎をとりあつかったものは

多いが,地質学における Van Bemelen教授,土壌

学における Mohr博士の業績は,いまなお決定版と

いえよう｡

R･W･Van Bemelen'･Geology of Indonesia.

TheHague,1949.

E･C.J.Mohr:SoilsofEquator･ialRegionswith

SpecialReference to the NetherlandsÈzsL

Indies.AnnArbor,1944.(originallypublished

in1933-1938.)

インドネシアの歴史 ･社会の概説としては,最もす

ぐれたものは,Wertheim教授の ｢変わりゆくインド

ネシアの社会｣であろう｡インドネシアの歴史概説と

しては,Vlekke氏のが推質される｡

W.F.Wertheim :IndoneLu'anSocietyill'11ranJi-

tion.2nd ed.,The Hague and Bandung,

1959.

B.Ii.M.Vlekke:Nutmntal-a.TheHagueand

Bandung,Rev.ed.,1959.

インドネシアの知識の要領をうるためには,つきの

ようなものが推されよう｡

DorothyWoodman･･TheReplEblicofIndonesia.

London,1955.

Willard A･Hanna:Bung Karno's IndoneSia･

New York,1961.

Louis Fisher:The SloJ･y of Zndonesla･New

York,1959.

BruceGrant'.Indonesia.Melbourne,1964.

この概要的知識を背景として,インドネシアの政治

については, Kahin教授を リーダーとする Cornell

Modern Indonesia Projectの業績が高く評価され

るoこのコ-ネルのグループのうち,私はとくにつき

の2冊をおす｡

HarryJ.Benda'･TheCre.TCenland lh3Rising

Sun,IndonesianI∫Jam.TheHague,1958.

HerbertFeith'･TheDeclineof ConsLilutional

DemocracyinIndonesia.Ithaca,N.Y.,1961).

イン ドネシアの艮族 ･社会にかんしては,Kennedy

博士の戦時中の ｢インド諸島の島々と人々｣とがまと

まっており,また同博士の HRAFからの民族文献目

録がよい｡さらに,最近,続々と発表されているシカ

ゴ大学の Geertz教授の諸業績はすはらしい｡

R.Kennedy:IslandsandPeoplesoftheIndies.
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Washington,1943.

- :Bibliogl･aPhy of Indonesian Peoplesand

Cultures.New Haven,1945.

CliffordGeertz:TheReligionofJava.Glencoe,

Il1.,1960.

- :Peddlel･SandPrinces,SocialChangeand

Economic Modernigalion in Two Indonesian

Towns.Chicago,1963･

- '･Agricultural tnt-olution.Berkeley and

LosAngeles,1963.

戦前の経済については, Boeke, Broek, および

Stikker諸博士のものがすぐれている｡ただ,独立後

のインドネシア経済の構造変化について,まとまった

研究が発表されていない｡

J.H.Boeke:StructureoftheNetherlandsIndian

Economy.New York,1942,

- :EconomicvanZndonesie.Haarlem,1951.

J･0.M.Broek.IEco7m7nicDevelop7nenlofthe

NelherlandsEastIndies.New York,1942.

A.H.Stikker:Lee/l･boek der Economie Poor

Indonesie.Groningen.1942.

農業問題の文献も多いoLadejinsky氏が戦争直前

に書いた ｢蘭砥インド農業｣は土地制度史側面から見

て重要である｡インドネシア農業の総括的なものとし

ては,Metcalf氏の ｢インドネシア農業｣がよい｡

W･LLadejinsky:"AgrlCultureoftheNether-

1andsindies.=ForeignAgriculture･1940.

J･E.Metcalf:AgricultwalEconomyoflndo-

nesia.U･S.D.A.,Washington,1952.

8 フ ィ リ ピ ン

フィリピン地理についてのスタンダー ド･ブックに

なるのは, 戦時中に ドイツで跡仮された Kolb教授

の ｢フィリピン｣ である｡ これは, タイについての

Gredner博士の業績に匹敵し, ドイツ地理学の名誉

をまもるものである｡これにたいし,土地利用と人口

の聞題については, 前出の Pelzer教授のもののほ

か,Spencer教授の ｢フィリピンの土地と人｣がす

ぐれている｡ Spencer教授は東南アジア地 理 の う

ち,とくにフィリピンを専攻しているだけあって,現

在のところ,これが最も手ごろなフィリピン地誌だと

いえよう｡なお,戦前のもので入手しがたいが,フイ
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リピン農商務省から刊行された ｢フィリピン統計地図

帳｣は,いまなお利用佃値が高い｡

AlbertKolb:DiePhilippinen.Leipzig,1942.

KarlJ.Pelzer:PioneerSettlementintheASiatic

TropICS.New York,1945.

Joseph E.Spencer:Land and Peoplein the

Philippines.Berkeley,1954.

DepartmentorAgricultureand Commerce,

CommonwealthofthePhilippines:Atlasof

PhilippineStatistics.Manila,1939.

地理学者以外のものによるフィリピン概説書として

は,シカゴ大学の文化人類学者 Eggan,Hester両教

授および地理学者 Ginsburg 教授によって編集され

た ｢フィリピン｣が最もすぐれている｡ (アメリカで

は現在シカゴ大学がフィリピン研究に最も強い｡) ま

たコーネル大学から出版されているミメオ グ ラフの

｢フィリピン｣は,社会 ･政治 ･経済を主とした概説

=書である｡

F･Eggan,E･D･HesterandN.S.Ginsburg:

AreaHandbookon thePhilippines.Chicago,

1956.

G･D･Berreman:ThePhilippines,A Sul･vey

of CLErreniSocial,Economic,and Political

Conditions. CornellUniversity Southeast

AsiaProgram Data PaperNo.19.Ithaca,

N.Y.,1956.

フィリピンの歴史については文献が多いが,Alip氏

の ｢フィリピン史｣概説と,Hayden氏の政治を主と

した ｢フィリピンJがよいといわれている｡

E.M.Alip:PhilippineHistory.Manila,1948.

J.氏.Hayden:ThePhilippines.New York,

1945.

経済関係としては,コーネル大 学の Golay 教 侵

｢フィリピン- その国民経済発展｣が最も権威ある

ものとされよう｡おそらく, Spencer教授と Golay

教授との2相がフィリピンの人又地理学文献としてか

くことができないものであろう｡しかし,本誌上の私

のフィリピン大学訪問記にも明らかなように,この大

学を中心として,フィリピン人自身による研究がどし

どし進んでいる｡たとえば経済関係にしても,フィリ

ピン経済学界の大御所 Castillo教授のもの もあれ

ば,新進の Sicat教授のものもある｡
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F.Il.Golay:The PんilippL71eS, A StzLdy in

NationalEcu7W7TdcDeて′elopment.Ithaca,N.

Yり 1961.

A.V.Castillo:PhilippineEco7桝711 (.S . Mallila,

1949.Sicat(ed.〕:ThePhilippineEconomyin

the1960'S.QuezonCity,1963.

フィリピンの民族については,それがきわめて複雑

i',様なだ刷 こ,又献も多いoここでは,Keesing教接

の ｢太平洋地域の原住艮族｣だけを,あげておこうo

F.M.Keesing:NativePeup/eH)IthePacific

tVurld.New York,1945,

｢フィリピン群島の農業地理｣が戦1雄1二(麦に ア メリ

カ農路省より出版されたが,これはいまなお価値が_多

い｡フィリピン農業の人きな問題は 土地制度 に あ る

が,これについては,前掲 Sicat編芽収戦の ミネソタ

大学の Ⅴ.Ruttan教授の論文がよい｡Ruttan教接

は,LosBa元osのTheInternationalRiceResearch

IIIStituteにわずか2カ年在勤したが, その間多くの

1Tlimeograph をだしており, それぞれが注目に値す

る｡

R.G.HainsworthandR.T.Moyer:AgrlCul-

ttL7-alGet)gr̀坤h nf Lh3 Philippine I.Wands.

Washington,1945.

その他,フィリピンについては雑誌論又が非常に多

いが,ここでは省略する｡地理学者にはよらないが,

地｣理学的業績として高く評価されなければならないの

は,国内交通にかんLStallfordResearchlnstitute

の行なった彪大な調査†鋸,A▲である｡これは交通地理 上

の重要な又軟であるだけでなく,フィリピンのFl,/!!珊 J

基礎をよく調査している｡r丹封也此学上のよい又畝で

ある｡

なお,フィリピンはアメリカの影響のもとに政府IIi'[

版物が着々としてでている｡またフィリピン大学から

の刊行物も注目すべきものがあらわれはじめてきた｡

したがって,これからフィリピン文献としては,政府

および入学の,あるいはまたマニラからの刊行物に十

分な注意を払い,われわれの研究を up-to-dateなも

のにする必要があると.1LしわれるO
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